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日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◇◇ 連連  盟盟 ◇◇◇ 

 

今号の主な内容 
◇公明党議員懇話会 

◇自民党厚生労働部会 

◇連盟活動の活性化に･･･ 

◇連盟加入口数の推移 

 

 

臨床検査技師制度改革議員懇話会＜公明党＞ 開催！ 
 

公明党の臨床検査技師制度改革議員懇話会(会長：桝屋敬悟氏)が、平成20年９月26日午前11時より、衆議

院第１議員会館の議員会議室にて開かれた。 

当日、日臨技からは、小﨑会長、高田専務理事、金子専務理事が出席した。公明党は桝屋敬悟衆議院議員

＜懇話会会長＞をはじめ、上田勇衆議院議員、山口那津男参議院議員が出席された。 

また、公明党団体渉外委員会部長の山口広治氏、同副主任佐藤正一郎氏、 

更に、当日出席が叶わなかった議員の秘書各氏が参加された。 

今回の懇話会は、日本臨床検査技師連盟が提出している平成21年度予算 

要望並びに税制改正要望についてのヒアリング＜第55号参照＞が中心であ 

った。同要望事項としては、連盟ニュース第55号に掲載したとおり、◇臨 

床検査精度管理事業、◇臨床検査データ標準化事業を主体としている。 

現在日臨技が推進している“臨床検査データ標準化事業”は、国民の医 

療を守る観点からの公益事業と位置づけておりこの一大プロジェクトは国 

家的事業とすべきであることを強調した。 

 会議は、精度管理事業についても論議された。国民の誰もが実感している「病院によって検査値が異なる」

ことがあっては国民として不幸であることが経験談を交えながら話された。また、精度管理事業としてのコ

ントローサーベイは日臨技をはじめ日本医師会、日本検査所協会、あるいは各都道府県が実施している現状

を踏まえ、調査内容（項目等）からみても日臨技が実施している当事業が一番充実しており、一本化をすべ

きであるという前向きな意見が出された。更に、病院経営が診療報酬により支えられている傾向があるが、

診療報酬制度そのものが行き詰まりになっている感があるとの見解も述べられた。会は終始和やかに、且つ

真剣に論議していただき、概ね理解が得られた有意義なものであった。           【TAKADA】 

 

自由民主党厚生労働部会・厚生関係団体委員会合同会議 開催！ 
 

 自由民主党の厚生労働部会・厚生関係団体委員会合同会議が、平成 20年 10 月８日午前９時 30 分より自民

党本部で開催された。この会議は、先の公明党によるヒアリングと同様、平成 21 年度予算要望並びに税制改 

正に関する要望のとりまとめとして、例年開催されるものである。 

日本医師会をはじめとする 26団体が出席した。日臨技からは、才藤

副会長並びに金子専務理事が出席した。 

会は政調会厚生労働部会長である後藤茂之衆議院議員の開会挨拶

に続き、組織本部長の坂本剛二衆議院議員、団体総局長の岸田文雄

衆議院議員の挨拶、更に役員紹介のあと各団体からの聴取が行われ

た。その殆どは税制に関する要望であったが、当連盟は公明党の議

員懇話会での要望と同様、◇臨床検査精度管理事業、並びに、◇臨

床検査データ標準化事業を主体と 

した要望を述べた。要望の中では、臨床検査データ標準化に関連して検査 

データの乖離について説明したが、それに対する質問が出され金子専務理 

事が説明を加えた。乖離は大きいものではなく、そのような傾向があって 

は国民にとり不幸なことであり、それを避けるべく臨床検査を担当する専 

門家としての責任であり、鋭意努力している現状を述べた。この会には、 

伊達忠一参議院議員＜日本衛生検査所協会長＞も出席されており、同様な 

追加発言もあり、理解は十分に得られた感を持った。     【KANEKO】 
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◇ 平成 20年度 日本臨床検査技師連盟加入口数の推移 
 

技師会 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 口数 加入者(非会員） 

1 北海道 25 22 16 10 7 0 14 0 0 0 0 0 94 90 0 

2 青森県 0 0 1 2 6 0 0 1 0 0 0 0 10 10 0 

3 岩手県 0 4 8 2 0 0 0 0 0 0 0 0 14 14 0 

4 宮城県 30 27 8 7 0 0 0 0 0 0 0 0 72 68 0 

5 秋田県 9 7 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 26 26 0 

6 山形県 0 1 10 5 1 0 1 0 0 0 0 0 18 14 0 

7 福島県 1 0 1 19 8 1 8 1 0 0 0 0 39 38 2 

8 茨城県 83 15 5 6 0 0 0 0 0 0 0 0 109 105 0 

9 栃木県 110 35 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 147 145 2 

10 群馬県 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 25 22 0 

11 埼玉県 52 22 66 26 1 15 0 0 0 0 0 0 182 147 0 

12 千葉県 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 9 2 0 

13 東京都 49 15 7 18 3 0 1 1 0 0 0 0 94 81 0 

14 神奈川県 19 7 3 6 0 1 0 0 0 0 0 0 36 32 0 

15 新潟県 46 19 13 0 2 0 0 0 0 0 0 0 80 80 0 

16 富山県 18 13 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 33 33 0 

17 石川県 31 5 2 0 147 0 0 0 0 0 0 0 185 178 0 

18 福井県 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 1 

19 山梨県 8 0 3 5 0 8 0 0 0 0 0 0 24 20 0 

20 長野県 5 26 15 5 1 0 0 0 0 0 0 0 52 47 0 

21 岐阜県 6 3 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 14 10 0 

22 静岡県 7 10 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 19 19 1 

23 愛知県 51 7 2 6 1 0 0 0 0 0 0 0 67 63 0 

24 三重県 5 4 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 25 0 

25 滋賀県 0 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 8 0 

26 京都府 10 1 1 6 4 2 0 0 0 0 0 0 24 20 0 

27 大阪府 53 29 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 91 83 0 

28 兵庫県 16 19 0 10 2 1 0 0 0 0 0 0 48 40 4 

29 奈良県 8 1 0 81 1 0 0 0 0 0 0 0 91 91 0 

30 和歌山県 37 32 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 74 70 0 

31 鳥取県 0 0 2 3 2 0 39 0 0 0 0 0 46 45 0 

32 島根県 44 13 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 61 57 1 

33 岡山県 102 46 7 5 0 0 0 0 0 0 0 0 160 150 2 

34 広島県 64 21 52 5 5 49 0 0 0 0 0 0 196 196 1 

35 山口県 98 1 2 6 0 0 31 0 0 0 0 0 138 136 0 

36 徳島県 0 9 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51 51 0 

37 香川県 0 20 3 1 7 0 0 0 0 0 0 0 31 30 0 

38 愛媛県 9 0 0 5 98 0 0 0 0 0 0 0 112 102 0 

39 高知県 33 2 1 21 1 0 0 0 0 0 0 0 58 56 0 

40 福岡県 171 58 73 120 0 3 0 1 1 0 0 0 427 405 5 

41 佐賀県 3 18 7 7 1 2 1 0 1 0 0 0 40 36 0 

42 長崎県 99 2 1 75 0 1 0 0 0 0 0 0 178 166 20 

43 熊本県 0 0 50 0 0 0 0 149 0 0 0 0 199 146 0 

44 大分県 11 7 5 0 0 0 2 0 0 0 0 0 25 25 0 

45 宮崎県 10 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 14 14 0 

46 鹿児島県 7 15 6 25 1 1 0 1 0 0 0 0 56 53 1 

47 沖縄県 7 3 33 1 0 2 0 0 0 0 0 0 46 46 0 

合 計 1,339 549 470 542 313 88 97 154 2 0 0 0 3,554 3,299 40 

 

 

 

 

 

平成 21年度 連盟活動の活性化に向けて･･･ 

日臨技では、昨年“公益法人定期指導調査”が行われた。この中で「公益法人組織と関連する連盟の会長が兼務

することは“公益認定”には好ましくなく、すでに医療団体においてはすみわけが終了している。厚生労働省所管

の公益法人としては目立つ存在であり、改善すべき事項である。」との指導があった。連盟の年度は、1 月～12 月

であり“連盟規約”の改正をはじめとする対応が急務となる。 

各都道府県からは、臨床検査技師を国会へ送り込むことが、臨床検査の発展に繋がるとともに臨床検査技師の身

分確立に向けても最良の戦略であるとの意見が多い。しかし、以下の今年度の連盟加入口数推移を見ても“国会議

員誕生”に向けては、その戦略さえ難しく“見果てた夢”に終わる感がする。  加入口数獲得にご協力を！ 

 

 

 

 

 


